ロシアの「二頭権力体制」の現況に関する分析

1．国家権力の各部門における「二頭体制」の実態
1）外交部門

　外交は大統領と外務省が掌握している。基本的にプーチン首相は容喙しないが、経済外交は積極的に分担している。首相府の外交担当スタッフも外務省に挑戦する姿勢はとっていない。

2）行政の非制服部門

（1）一般行政閣僚、準閣僚級幹部は大半はプーチン時代からの人物だが、有力（政治的な地位の観点で）閣僚のプーチンに対する独立度は当時よりもむしろ高くなっている。グレフ財務相・副首相、シュワロフ第一副首相、ナビウリナ経済発展相ら。また、経済危機への政府の対応からは、プーチン首相がリベラル寄りの姿勢に傾いていることが感じられる。

　一方、閣僚と新大統領との関係は、従来の大統領対閣僚の関係にくらべて格別希薄化してはいない。大統領が個々の閣僚と政策を協議した上で大統領指示として下ろすケースも少なくない。

（2）セーチン副首相の立場は特殊なもの。プーチン首相への個人的な影響力はかなりの程度維持している模様。ただし、管掌部門外の問題についてセーチンが裏で目覚ましい動きをしたケースはほとんどないと考えられる。
（3）一般幹部公務員人事（大統領任命職）

　メドベージェフが導入した大統領人材プール方式は、プーチン流人材登用スタイルを克服する手段と考えられる。プーチン流人事は、サンクトペテルブルグ人脈偏重、KGB旧同僚偏重、能力主義的色彩の希薄さなどの特徴をもち、側近等の圧力に屈した例が多い。これまでのところ、メドベージェフは、司法関係を除けば、個人的な忠誠心ないしネガティブ経験の共有を軸として独自の人脈形成を図ろうとする動きをあまり示していない。（司法、捜査機関での人脈形成は活発）。
（4）特徴的な事例＝国防産業再建を巡る対立の激化

　政権内リベラルと「シロビキ」派の間に対立があり、それぞれメドベージェフとプーチンへの圧力を強めているが、これまでのところプーチンは一方的にシロビキを支持する対応は避けている。

　ROSTEHNOLOGII社へのリベラルの攻撃が強まっており、メドベージェフも同調。12月の近代化会議の席上ではチェメゾフに対してプーチン流の威嚇的な態度で発言を封じた。

3）国防軍

　軍の指揮権は名実共に大統領が行使している。安全保障政策の立案機関は安全保障会議だが、FSB長官から転じたパトルシェフ事務局長（プーチンと親しい）の指導力は薄い。プーチンは軍事に嗜好を有し、兵器展示、開発などに関しては発言しているようだが、統帥への容喙はないと見られる。
4）治安・情報部門　（詳細は次の項目2．で述べる）
　情報機関、特務機関の指揮は制度上は大統領。FSB（連邦保安庁）に対するメドベージェフの影響力は明らかに弱い。ただし、プーチンの影響力も同様に弱い。逆に、FSB関係者の一部からプーチンに対する影響力は軽視できない。
　制服人事の権限は実質的にも大統領。プーチンへの配慮はしていると推測されるが、プーチン色が強調されている気配はない。イングシ共和国大統領ジャジコフ、極東大統領全権はいずれもプーチンの「私的友人」と見なされたKGB系の人物だが、メドベージェフによって解任された。大統領府人事局長をプーチン人脈に属する人物から自身の人脈に属するドゥービクに替えた（10月）ことは示唆的。
5）議会と与党

　議会と大統領の関係は表面的にはおおむね正常。グルイズロフとメドベージェフの個人的関係は良好とは見えないが、重要法案に関する大統領の強い指示には従っている。最大与党党首としてのプーチンが積極的に立法過程を取り仕切っている情況はない。

　統一ロシア党の体質および、中央および地方の立法部門への独占的な影響力に大統領は懸念を表明している。今後波乱がありそうな部門。

6）大衆向けのPR

（1）メディアには首相が大統領の下位に着席する画像もしばしば登場する。全体として、首相のエクスポージャは前任首相にくらべれば格段に多くかつ好意的であるが、大統領のエクスポージャとのバランスに配慮されている気配が見える。大衆世論調査ではプーチン「支持率」が今でも若干上回るように誘導されている。

（2）2009年春以来、社会情況の緊張が表面化するケースが頻発すると、プーチン首相が現地でスタンドプレー的に解決策を発表する場面が見られるようになった（ピカリョヴォ、バイカル湖など）。これは大衆人気盛り上げには若干効果があるが、エリート層、実務層の間では評価が低い。パフォーマンスに関する報道は首相府報道官によって厚塗りが施されている。

　首相として二度目となった国民の質問に答えるTV生中継は、きわめて長時間に及んだが、質問は「やらせ」が多く、プーチンの回答も上出来とは言えなかった。

2．司法、治安、情報部門でのメドベージェフ大統領の権力固めへの動き

　（本項では、便宜上、諜報・治安機関の他に広く司法機関も加えて「シロビキ」と呼ぶ）。
1）メドベージェフ大統領のシロビキ掌握度
　諜報・治安機関の掌握度はいまだ低いが、情況を変える試みが見られる。現時点で、裁判所（上級裁判所）、法務省、法務執行官庁、最高検はおおむねメドベージェフの影響下にある（少なくともプーチンの影響下にはない）。法曹コミュニティー全体も同様。それぞれに対する大統領の影響力の程度は異なる。

（1）プーチンの名前による（自身による、ではない）司法支配が終わったことを象徴する出来事として、旧大統領府幹部が多数の判事らに対して頻繁に特定内容の判決を強要していた実態が、有力な判事らの法廷証言によって暴露された（08年5月）。

（2）治安機関による企業への立ち入り調査の制限（08年12月立法）。経済界の切望に応じた。恐喝の手段だが、プーチン時代にはついにその規制に着手しなかった。

（3）08年7月中央連邦管区内務総局長に大学同級生コジョーカリを任命。更なる抜擢につながる可能性大。
（4）GRU（軍諜報本部）長官更迭（09年4月）。軍改革への反対姿勢をとがめた。GRUは単なる情報機関ではなく、国内外で特殊戦闘作戦を行う機関でもあることに留意。

（5）モスクワ内務総局長プローニンの更迭（09年4月）。管理者責任を問うての高級治安幹部解任はプーチン時代を通じて初めて。後任者はペテルブルグ、KGBいずれの系譜にも属さない。
（6）FSB(とプーチン)が毛嫌いした体制批判メディアとの交流（09年1月と4月、その他）。
（7）予審委員会人事
　09年3月。最高検予審委員会からFSB（連邦保安庁）ひも付き幹部を排除。
　注：検察付属予審委員会内部保安局長でFSB出身のウラジーミル・マクシメンコ。また、ポリトコフスカヤ事件の捜査を担当して来た予審部の部長が免職になった。2月25日に開催された検察幹部会同（メドベージェフ出席）で予審委員会が激しく叱責されたこと、その後最高検察庁と大統領府監察局が合同で予審委員会の厳重な監査を行ったこと、ポリトコフスカヤ事件の裁判で容疑者が無罪になったこと、などの一連の出来事が背景にある。

　09年9月。内務省予審委員会副議長に大学同級生ゲラシモワを任命。

　09年12月。最高検予審委員会副議長に大学同級生レオネンコを任命。

　09年12月。モスクワ検察予審委員会議長バグメット解任に失敗。

（8）麻薬管理庁幹部ブリボフ将軍らの保釈実現。FSBと争った人物。チャイカ検事総長の予審委員会議長バストルイキンに対する一つの勝利。「陛下の眼」。

（9）連邦行刑庁幹部の大量更迭（09年12月）。メドベージェフ人脈に属する同庁長官と連携して実施。「究極の政治的圧力手段」を手中にした。
（10）長期的視野で、法曹の質的向上を図るために、法曹教育の改善（制度改革）に着手。　

　ロシア法曹協会幹部との会談で、将来的には法曹および主要官僚の任用に際して法律試験を課す考えを表明（09年4月）。
（11）内務省の組織犯罪局を改組して、過激派対策局を新設し、FSB並みの公安諜報機能をもたせる大規模な機構改革が進行中。もし順調に行けば、FSBの公安調査権限独占が希薄化する。その真意と効果に引き続き注目。

3．「二頭」体制亀裂の可能性について

　今後の二頭関係の展開に影響を与えるかも知れない不確実な要素がいくつかある。
1）メドベージェフ流「民主化」、「近代化」に対する反発。

　メドベージェフは次のような点を中心として政治改革を行うと繰り返している。（08年度および09年度大統領教書や論文「進めロシア」参照）。

（1）汚職の抑制と利権構造の弱体化

（2）治安機関とくにFSBの活動における遵法性の向上
（3）裁判所を中心とする司法システム改革

（4）人権重視の西欧的価値観への舵取り

（5）より民主的な議会政治体制への移行

　これに対して、一部のシロビキと政商らによる強い反発が考えられる。それら勢力のプーチンに対する突き上げが強まる可能性がある。

　統一ロシア党幹部ら（連邦レベルおよび地方レベル）、既成政治勢力からの反発の可能性もある。11月にグルイズロフは同党の公認思想として「ロシア的保守主義」を唱えて間接的にメドベージェフの近代化路線に異を唱えた。

2）国内治安の悪化、とりわけ北コーカサスにおけるテロ行為の激化

　このような現象は大統領に強硬（つまりより強権的な）姿勢を求める声を強める。大統領の政治改革はそれによって大きな影響を受ける。もし大統領が改革続行姿勢を崩さなければ、プーチンとの間に意図的に対立を作り出そうとする試みが強まる可能性がある。

3）「プーチン命」組の抵抗

　有力政治家やビジネスマン（陰の人物を含む）の中に、自分の地位をプーチン個人にのみ負うと感じている人物群がおり、閥の共同権力の維持以上にプーチン個人の権威維持を必要としている。メドベージェフの存在感拡大に対してこれらの人物が抵抗する可能性がある。
4）国際環境の悪化

　対米、対NATO関係が悪化する局面が生ずると、政権に強硬な対応を求める突き上げが強まり、愛国主義を利用した「メドベージェフ的自由化」への抵抗の可能性が起こりうる。この懸念は現時点ではやや薄らいでいる。

5）プーチン自身
　上記のような情況下で、プーチンが毅然とした態度を崩さずにいられるかどうかが重要な意味をもつ。メドベージェフとプーチンの間に距離をつくらせ、離間を図る動きはリベラル派、シロビキ派双方にあるが、その一方では両者の協調こそ政権の長期的維持の要というベクトルもある。

＊2012年の展望…
2010年１月月出皎司。

